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4 地域学校協働活
動について

・生活科の学習で近隣の公園を題材にしていたことについて、えん
やこら（学校環境を考える会）が校庭環境を整えているためぜひ活
用して欲しいとの意見があった。
・今年度のグランドデザインを８月までに作成すること、学校で原案
を作成し、委員の方に御意見をいただくことを説明した。
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3 防災計画について

会議終了後2週間以内に電子メールにて教育委員会指導課 ( sidou-ky@narashino.lg.jp ) に提出する。

協議結果・意見の概要等

・児童が落ち着いて学習に取り組んでいたとの感想があった。
・学校として授業参観を行う目的をどのように捉えているか。学級担
任が授業をしているところを保護者に見ていただくこと、道徳の授業
を年間１回は展開し、保護者に公開するという意図があることを説明
した。
・専科職員の配置や若年層の割合について質問があり説明した。

・２・３・４年生の教室が２フロアに分かれている理由について質問が
あり学級数増加によりやむを得ない状況について説明した。
・教室の廊下や、階段の踊り場に掲示物が整えられていた。学校の
考えや担任の考えを児童や保護者に効果的に伝えるために、どこに
何を掲示すると効果的かを考えるとよいという意見があった。

・学校における防災教育、安全教育にかかる年間計画を説明し、今
年度中にバス利用時の避難誘導のプランについて保護者や市と連
携して検討していく必要があることを共通理解した。
・引き渡しカードを使った保護者の本人確認について質問があり、
誤った相手に引き渡さないために必要であることを説明した。
・非常時における児童の食料・飲料水の確保について質問があり地
域住民用として防災倉庫に備蓄されていることを説明した。

授業参観内容

校舎配置図

学校だより６月号

学習の様子につい
て

学校環境について

令和６年度防災計画
添付資料

参観する保護者が廊下に溢れ、教室に入れない状況
があった。人数制限はかけないという学校の方針に
対して、教室のスペースを有効に使うための工夫が
必要との意見をいただいた。
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・授業参観、引き渡し訓練の様子を見
ていただいた。


